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１．はじめに 

豊中市が管理している道路照明施設には、幹線道路に設置されている街路灯や、生活道路に

設置されている防犯灯、その他トンネル照明灯などがあり、その総数は約 23,000 基にのぼりま

すが、その多くは、昭和 40 年頃、道路の供用開始に併せて設置されていると考えられ、老朽化

対策は本市の大きな課題となっています。 

このような中、本市では、平成 24年度に市内１・2級幹線道路に設置されている大型道路標

識及び、街路灯の点検を実施し、計画期間を平成 25 年度～平成 34 年度（令和 4年度）として

修繕・更新計画を定めた『豊中市街路灯修繕計画』を策定しました。 

計画策定から 10年が経過し、計画の更新時期を迎えたため、令和 5 年度に道路照明施設

2,427 基を対象とし、点検・診断を行い、計画期間を令和 6年度～令和 15 年度とした豊中市街

路灯修繕計画に改定を行いました。 

なお、この点検では、基本的に近接目視により劣化損傷を把握するもので、要領に基づき、

支柱本体や、接続部等、照明施設の各部材ごとに判定を行いました。また、点検の際、施設の

倒壊や落下等につながるような大きな損傷が認められた施設については、緊急的に撤去や補強

を行いました。 

本計画では、道路照明灯の損傷による第三者被害の防止と安全で快適な通行を確保すること

を目的に道路照明施設の健全性や設置環境等を総合的に評価したうえで、リスクが高いと判断

された施設を優先的に修繕、もしくは更新を行う計画としました。 
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２．道路照明施設の点検 

２－１ 道路照明施設の内訳 

 

２－２ 点検結果 

豊中市が管理する道路照明施設の内、幹線道路に設置されている全ての街路灯 2,427 施設に

ついて点検を実施しました。 

 

表 2 点検の内訳  

区 分 点 検 部 位 施設数 

支柱本体 
支柱本体（添架型のバンド部含む）、支柱内部（内側）の

損傷、滞水等、支柱分技部（Ｙ型のみ） 
2,427 

灯  具 灯具 2,427 

接続部 
支柱継手部（ボルト接合の他、特に溶接継ぎ手）、配線部

分、灯具取付け部 
2,427 

基礎部 路面境界部 1,133 

電気設備 電気設備開口部、自動点滅器、安定器 2,427 

 

 

道路照明施設 22,841基

街路灯 2,427基

防犯灯 19,594基

トンネル照明灯、広場灯など、

その他照明施設 820基

令和 6 年 3 月現在 

本点検対象範囲 
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２－３ 点検結果の概要  

照明施設は大きく分けて、支柱本体、灯具、接続部、基礎部及び電気設備の５つの部材に区

分され、その５つの部材ごとに点検結果を整理すると、図 2.1 に示す結果となりました。 

 

 
図 2 点検結果による各部材の判定区分 

 

点検で確認された照明施設の部材ごとの主な損傷は、下記のとおりです。 

 

支柱本体 ： 腐食 

灯  具 ： 変形・欠損 

接 続 部 ： 変形・欠損 

基 礎 部 ： 基礎コンクリート部の浮き・剥離 

電気設備 ： ボルトの脱落 

 

支柱本体では、材質が鋼材であることが多いことから腐食が多い状況であり、灯具、接続

部、基礎部及び電気設備では軽度の破損、ボルトの欠落等が多く、部品の交換等を行う事で施

設本来の機能を回復することが可能となる損傷が多数を占めていました。 

また、施設全体の約 69％（約 1,678 施設）に、「経過観察の必要あり」以上の損傷が発生し

ていました。 
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２－４ 損傷事例 

次に、各部材で「施設の倒壊落下等の恐れあり」と判断された損傷の代表例を示します。 

支柱本体  

支柱基部の孔食の状況であり、不安定な状態であるため施設の更新が必要です。 

 

 

写真 2.1 支柱本体の腐食状況（孔食） 

灯  具  

灯具のカバーが破損しており、破損が進行することより、灯具が落下する恐れがあります。 

 

写真 2.2 灯具 亀裂の発生 
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接 続 部   

灯具取付部において、ボルトの変形・欠損が発生しており、他のボルトも同様の損傷が発生

することにより、灯具が落下する恐れがあります。 

 

写真 2.3 接続部 ボルトの変形・欠損 

基 礎 部  

根巻コンクリートに剥離が見られ、剥離部で支柱の腐食が進行しています。経過観察をおこ

ない、状況に応じて根巻コンクリートの再施工等を実施します。 

 

写真 2.4 基礎部の根巻きコンクリートの破損 
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電気設備   

支柱内に設置する安定器や配線を格納する為に設けられている開口部のボルト脱落です。蓋

は、ボルトによって止められていますが、経年変化により脱落する場合が多いですが、ボルト

の締め直しが可能です。 

 

写真 2.5 電気開口部のボルト脱落 

 

電気設備   

配線部分のセンサーにひび割れがあり、今後、センサーの故障に繋がる可能性がありますの

で、経過観察を行い、状況に応じて取替等を実施します。 

 

写真 2.6  配線部分のセンサーのひび割れ 
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３．総合評価結果  

照明柱の点検結果による判定区分は、橋梁を評価する判定区分のように施設全体を評価する

指標ではなく、支柱本体や接続部等、評価部材ごとに判定を行っているものです。 

第三者被害予防措置の観点から考えると、どこか一箇所でも「施設の倒壊、落下等の恐れあ

り」と判定された施設や、評価部材が全体的に老朽化している施設は、危険性が高いことから

施設更新の必要性があると考えます。 

本計画の策定に際しては、評価部材ごとの判定結果を用いて施設全体の評価を行うと共に施

設の設置環境も評価対象としました。ここで、設置環境の評価では、第三者被害予防処置の観

点から事故が発生した場合の影響の大きさを評価し、施設の健全性と設置環境の総合評価よ

り、各施設を評価しました。 

ただし、電気開口部のボルト脱落のように、「施設の倒壊、落下等の恐れあり」と評価され

ても、部品交換で対応できる損傷もあるため、このような損傷については、施設更新の対象か

ら補修対策に見直しました。以下に総合評価の結果を示します。 

 

表 3 総合評価 

対応方針 施設の状況 施設数 

【施設更新】 

・倒壊の恐れがある施設 

・連続性の観点から更新する施設 

・全体的に老朽化している施設 

87 

【経過観察】 ・軽微な損傷が生じているため、経過観察が必要な施設 1,467 

【健  全】 ・損傷なし 761 

【部品交換】 ・部品交換で機能回復可能な施設 63 

【基礎部補修】 ・基礎部に軽微な損傷が生じている施設 49 

合    計 2,427 
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４．修繕計画 

令和 6年度以降について、修繕計画を策定しました。 

高度経済成長期に道路整備によって設置された道路照明灯は、経年劣化に伴う損傷が進み更

新時期を迎えることから、本計画により、落下や倒壊などによる事故を未然に防止するため、

今後 5年間の令和 10 年度を目途に【施設更新】と【部品交換】及び将来的に施設の長寿命化が

期待できる【基礎部補修】に取り組むものとします。 

点検は、定期点検から 10 年後となる令和 15 年度を目途に改めて街路灯全数量の点検を行う

ものとし、【経過観察】と判定された施設については、損傷の進行状況の把握や施設の健全性

を万全な状態に保つため、定期点検の中間年の 5年後となる令和 10 年度を目途に中間点検を行

い、改めて損傷の評価を行います。 

 

表 4 修繕計画 

 

 

 

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度

施設更新 14 87

部品交換 63 63

基礎部補修 49 49

定期点検 中間点検 定期点検

2,427 1,467 2,427

対策年度
施設数
（基）

73

点検対象数
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